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7.C24K(結晶)のE.S.R.に対する水素攻収の影響

菅 原 健

<序>

C2.Kは.グラファイ トの結晶の虐間にカリウム原子を挿入して得られる化合物
の 1つで.低は (約150f(以下)において.水素を多生に物理吸収するというのが.

その特徴である.この水素吸攻の原理は.まだ完全にわかったというわけではない

が.いくつかの実紫から.C2-Kが水素を吸畷すると伝群電子の散が滅ると考えら

れている.' ･

今回は.C～一Kの結晶を用いて.その ESRに称する水素吸収の影響を調べた.

<C2-I(のバンド樵造>
C～一Kの.最も単純なバン ド･モデル
はリジッド･バン ド･モデルである.こ

れは.C2-Kにおいてもグラフ7イトと

同様のバンド雄途をもつとし.フェル ミ

準位の変化だけを考えるものである.

図- 1にリジッド･バ ン ド･モデルを
しめす. C2▲Kでは.カ リウム原子の価

電子がグラファイ トの7t'バン ドに移 り.
伝群電子がふえて.金属的な性質を示す.

くESRの原理>

電子のスピン角運動垂Sと磁気モーメ
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という関係が成り立つ. ここで,.gは g因子といい.その値は電子の状態によって

異なる く自由電子では g=2.0023).
きて,スピン圭子赦 Sをもつ不対電子が静磁場中におかれると,エネルギー堆位
は2S+1個にゼーマン分裂する.その捕 りあった準位間のエネルギー差に等 しい

マイクロ波を加えると.共鳴的に吸喉がおきる.この現象を.ESRという.
また.このときの電子の軌起状態における平均滞在時間を横緩和時間という

普通, ESRの吸収垂は複素磁化率の鹿部に比例 し.ロー レンツ型の吸畷曲線と

なるが.伝斗電子のESRでは表皮効果のために.複素磁化率の実部もまぎ り.さ

らに電子の拡散の効果により.図-2に示すような吸収dl1技になる.これをダイソ
ン型の吸収曲綾という.

<実鞍装置>

ESRスベク トロ ･メーターを図-3に示す.クライストロンの発掘周波軌は.

23.95Grizとした.また.80Hzで磁場変調をかけて.クリスタル検波器の出力

-772-



修士論文題目･アブストラクト

を位相検波 している. したが って. レコーダーには図-4に示すような ESRの吸

収曲線の微分形が描かれることになる･C2.Kの信号はダイソン型吸収曲線の微分
形にな る.この線形から. g因子.横緩和時間などを求めることができる･Mn～◆

の信号はC～一Kと比較するためのものである･

<結果 >

まず..粉末のC,dt(をもちいたESR吸収磁性の測定結果をグラフ- 1に示す･

水素唄根絶の強度 が約1501(以下で減 っているのは･水素吸砺=こより伝斗電子の数
が減 り.図- 1において D(CF)が小さ くなったためと考えられる･伝gF電子のE

SR吸収強度はD(cF)に比例する･

枚に.結晶のC,一Kをもちいた g因子の測定結果をグラフ-213に示す･ g因
子の伯 が自由電子の値からすれ るのは. スピン ー軌道相互作拝=こよる･
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